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はじめに
岩手大学教育学部附属学校特別支援教育推進専門委員会では，平成25年度に実

践事例集を公刊しました。この事例集は，平成22年度から取り組んできた附属学
校の通常学級にいる発達障害児に対する教育の実践研究をまとめたものです。

今回，この事例集の増補版を公刊いたしました。これは，附属幼稚園の事例を
追加したのみならず，公立学校５校の実践事例を追加したものです。

平成25年度に公刊した事例集は，岩手県のみならず，全国の学校，教育委員会
で参考にされております。その中には，優れた実践を実施している学校もありま
す。今回は，岩手県下で優れた実践を実施している５つの学校に事例を提供して
いただきました。この５校は，事例を提供していただくとともに，平成27年1月と
28年1月に岩手大学教育学部が主催して開催した特別支援教育セミナーでも，実践
を発表していただきました。ここに厚くお礼を申し述べます。

平成25年度に公刊した事例集に，今回の増補版を加えたものが，現場の先生方
のお役に立ち，特別の支援が必要な子どもたちばかりでなく，すべての子どもた
ちが分かって楽しい授業を受けられることを願っております。



1 ⃣

環境を

整える



附属幼稚園

生活を

分かり

やすく

集合場所が分かる工夫

学級全体で集まって活動
する際、集合する位置をラ
インで示しておくと、どこに
集まればよいかが分かり、
安心して行動できる。



滝沢市立

滝沢第二小学校

段階

を

踏まえて

提示

学習規律「聞き方・話し方」の段階を踏まえた指導

中学校区で
連携、一貫
した内容を
提示。



奥州市立

岩谷堂小学校

色分け

で

意味

づける

板書の構造を確認する。

課題は青チョークで囲む。

まとめは赤チョークで囲む。

全学年、全教科で板書を統一



奥州市立

岩谷堂小学校

配置

で

結ぶ

授業の始めに示した課題（青枠）と、

授業の終わりに示したまとめ（赤枠）が横
並びになるように配置します。

授業の展開と板書を端的に結びつけます。

全学年、全教科で板書を統一



奥州市立

常盤小学校

分かれば
行う。

自分から
動く。

時間の目処と、朝の日課を明示。

自分が分かる。みんなで分かりあう。一人
の習慣は、学級の流れになる。

日課をわかる、みんなでわかり合う



奥州市立

常盤小学校

お互い

の

活動が

見える。

あたたか
くなる。

一人一役の割り当て。実施してめくる。
目で見て確認したくなるような仕掛け。

係活動の実施状況を確認し合う。



岩手県立

紫波総合高等学校

学習環境
と

生活環境
を

整える

❶

ホワイトボードは、黒板の
そばの壁に配置。

当日及び喫緊の連絡事項
のみを記す。

黒板を授業専用とするため、

教室の掲示板の利用方法
を全校で統一。



岩手県立

紫波総合高等学校

学習環境
と

生活環境
を

整える

❷

黒板を授業専用とするため、

教室の掲示板の利用方法
を全校で統一。

教室の後ろの壁は掲示板を兼ねる。
学級目標や各種連絡内容で長期掲示のものや定例内容を配置。
左側は長期間掲示するもの、中央は、一定期間掲示するもの、右は案内・連絡。
掲示物は必ず四つ角を画びょうで止める。

３ 安心できる環境（学習に集中できる環境）作り

(1) 安心、安全な学校、クラスを作る

いじめやからかいのないクラス作り、整容指導、授業のきまりの徹底

生徒のソーシャルスキルの向上

(2) 学習に集中できる環境作り

① 連絡用ホワイトボードの有効活用

・その日のスケジュールに見通しをもつ

・提出物等の期限を意識する

・黒板にはその授業に関係することしか書

かない、掲示しない

＜活用例＞

右図のように共通したルールでホワイト

ボードを活用する。

＜ルール＞

・月日、週番は必ず書く

・掲示物を貼る場合は必ず四隅をとめる

・期日が過ぎた掲示物はすぐにはがす

② 黒板のまわりにはできるだけ掲示物を貼らない（ホワイトボード、学習のきまりのみ）

③ 授業に関係ない物を机上に置かない

・ある場合はその都度授業担当者等が片付けさせる

・下校時、休み時間、移動教室の場合、机上に物を置かない

（部活動当番の見回り時に定期的にチェックするようにしてはどうか）

④ 窓枠、廊下側枠に私物を置かない

⑤ 後ろの掲示板の利用の仕方の統一HR

・四隅を画鋲でとめる

・期日を過ぎたものははずす。

・いたずらをする者は指導する。

＜HR教室後ろの掲示板の利用の仕方＞【新】

廊 窓

下

月

日
（

）

週
番

今日の予定提出物 お知らせ

未提出者
一覧

国語総合
ノート提出
18日まで

【中央：一定期間掲示するもの】

＊ 重要度の高い連絡事項

進路に関する情報（３年次）

各種検定の案内

ボランティア募集

グループエンカウンター

【案内・連絡等】

＊ その他の案内

系列通信
学年通信

他団体の行事のあんない
ちらし

【上部：大きく掲示するもの】学級目標等

【左側：長期間掲示するもの】

＊各教室に必ず掲示するもの
＊ラミネートをして配布・掲示

時程
整容規定・携帯電話利用規程 等
大講義室座席表

（ ）年間行事予定 学校行事カレンダー
カウンセリングの計画表
掃除区域・当番表
クラス役員



2 ⃣

読む力

を

育てる

工夫



一関市立

萩荘小学校

視覚

と

聴覚

を

刺激。

写真で黒船の形を、テレビから黒船の大砲の音を聞か
せました。視覚と聴覚を刺激され、臨場感を味わった子
どもたちは、当時の人々の気持ちになって資料の読み取
りに集中しました。

視覚教材と聴覚教材の
組み合わせ



奥州市立

常盤小学校

今、ここ

と

分かれば

読める。

黄色のセロファンだと読みやすい。一行ずつ
だと読みやすい。子どもの様子に合わせて、
道具のデザインも変わります。

読むべき箇所を焦点化



３⃣

書く力

を

育てる

工夫



滝沢市立

滝沢第二小学校

全校で

統一。

ノートづくりは、学年ごとに
目標とする内容（●印）を
設定し指導します。

指導の視点に即したレイアウト

算数ノートの目標

１
年
生

２
年
生

３
年
生

４
年
生

５
年
生

６
年
生

日時，学習ページを書く ● ● ● ● ● ●

文字を整えて書く ● ● ● ● ● ●

ある程度の速さで書く ● ● ● ● ●

直線は定規を正しく使って引く。 ● ● ● ● ●

課題とまとめを位置づける。 ● ● ● ●

学習感想を書く。 ● ● ●

自力解決のあとを残す。(筆算も書き残す) ● ●

全ての問題の答えが分かる。（書かれている） ● ●

間違った考え(自力解決)も残す。 ●

見開き１ページに学習をまとめる。 ●



奥州市立

常盤小学校

はじめ

の

一筆。

なかなか書き出すことができない子どもに
は、書き出しを提示します。

薄く書き出しの文字を記し、そのなぞりから
スタートします。

書くことを支える。書き出しが肝心。



４⃣

表現

する力

を

育てる

工夫



奥州市立

岩谷堂小学校

感情を

表現する
語彙が

必要

日常的にも使える語彙に
したい。

児童が使った後をシール
で明示し、意欲を喚起し、
日常化を図る。

感情を表す言葉を例示。



一関市立

萩荘小学校

自分

に合った
表現方法
を

選んで

考えを説明し合う活動では、自分の考えを伝えやすい方
法（ノートか、おはじきか）を使って説明しました。

説明の方法の違いによって、一人ひとりの表現にも違い
が見られ、分かりやすい表現をしようとする意欲も高まり
ました。

説明するための表現方法
を選択。



一関市立

萩荘小学校

話し手

と

聞き手

への

注目

「自分にマイクを向けてほしいな」とよい姿勢で待つ子ど
もたち。

おもちゃのマイクでも、向けられるとちょっと緊張しながら、
アナウンサーのように話し出しました。

マイクを向けるだけで自然に聞き手を意識した話し方に
なるようです。

マイクで、話し手・聞き手
の役割を意識。



奥州市立

常盤小学校

伝わる

その実感
が、

プレゼン
を

双方向に
する。

ＩＣＴの活用で、プレゼンのスキルが発揮されやすくなる。

実物投影機でノートを拡大表示し、それを使って発表する。


